
1 月 17 水 1 水

2 火 18 木 9 木

3 水 19 金 14 火

4 木 20 土 15 水

5 金 21 日 16 木

6 土 22 月 17 金

7 日 23 火

8 月 24 水

9 火 25 木

10 水 26 金

11 木 27 土

12 金 28 日

13 土 29 月

14 日 30 火

15 月

16 火

(３年修学旅行　２日まで） （実力テストは１６日へ変更） 避難訓練

SC来校 あいさつ運動

（３年振替休業日） 給食最終日

SC来校 備南東地区総体 三者懇談１日目（給食なし）

教育相談

教科テスト集中期間

(部活停止）　SC来校

三者懇談２日目（給食なし）

３時間目授業（給食なし）

備南東地区総体
終業式　大掃除

備南東地区総体

教育相談

教育相談

生徒総会

あいさつ運動　教育相談

歯科検診　　SC来校
（備南東地区総体）

教育相談

２年生実力テスト

教科テスト１日目（給食後下校）

理科・社会・国語・保体

教科テスト２日目（給食あり）

数学・英語

主な予定

倉敷市立倉敷第一中学校 第２学年 学年通信

令和８年 ６月 １日発行

し あ わ せ

神戸・防災減災学習を終えて

5月１９日、さわやかな風が吹く好天のもと、神戸市を訪れ、震災について学びました。神戸市

の人と防災未来センターでは、阪神・淡路大震災の地震破壊のすさまじさをスクリーン映像と音響

で体感しました。マグニチュード7.3の地震をリアルに再現したシアター上映で、生徒たちは、一瞬
にして崩れ落ちる建物や道路の様子、燃え広がる街並み、失われた多くの人命があったことを目の

当たりしました。大震災がもたらした被害は想像を絶する規模であり、生徒たちの表情からは一瞬

笑顔が消え、心から「恐ろしい」と感じている様子がうかがえました。神戸市立ふたば学舎では、
段ボールを使って実際に避難所設営体験をし、語り部さんのお話を通して、避難所生活の困難さを

感じ取る姿が見られました。

私たちは何が起こっても生きていかなければなりません。自分の命、周りの人の命を守るために
は、災害発生の仕組みや地域の実態を知り、的確な判断の下、安全な行動ができなければなりませ

ん。研修スローガン「Help each other ～あの日の出来事を胸に、多くの命を守るには～」。震災

の怖さ・備えの大切さを学んだ生徒たちが、十年先、二十年先、何年経っても、「あの時の研修
で」と語れるような貴重な学びとなっていくことを願います。

６月になりました。雨の多い時期には気圧の変化や寒暖差により体調不良を感じやすくなります。

季節の変わり目でもあり、体調の管理には十分にお気をつけください。

「復習」、していますか？

変更の可能性もあります。

「全力」で挑もう

備南東大会！

いよいよ、公式戦シーズンです。３年生にとっては引退の
かかる集大成の大会です。結果がすべてではありませんが、
今までやってきたことが問われます。各運動部とも、個人
戦・団体戦とも、目標達成に向けて全力でプレイをしよう。
真剣な眼差しで戦いに挑む３年生の姿勢をしっかりと目に焼
きつけておこう。そしてチームメイトをあたたかく支え合お
う。頑張れ２年生！

６月２２日（月）は、備南東地区総体に参加しない生徒は、３限まで授業です。この日は給食がなく、
一斉下校となります。教科テスト集中期間前です。放課後の時間を有意義に過ごしてください。

総合的な学習の時間に、神戸防災・

減災学習のまとめをしています。自分
が調べた内容や神戸で見聞きしたこと

を、一人ひとりが新聞形式でまとめて

います。多くの生徒がクロムブックに
打ち込み、限られた時間に集中してま

とめの作業に取り組んでいます。

完成した新聞は、各教室に掲示しま
す。三者懇談時にどうぞご覧ください。

学年目標 「自律・挑戦」
～何を目指し、どう成長していくか考えて動く～

覚えていたことを忘れてしまった！ということを経験したことがあるでしょう。人間は「忘れる」動物で、勉強

しても「２４時間後には４分の３が頭から抜けていく」のだそうです。ですが、やり方次第で記憶の定着率を上げ

ることは可能です。医学博士の柿木隆介先生の説明を紹介します。

「人は１週間で７７％を忘れる」残念ながら人間の脳は、記憶した直後からどんどん忘れていきます。これを防ぐ

には、ひたすら復習を繰り返すことで脳に定着させ「長期記憶」にするしかありません。人間がいかに忘れやすい

かを数値的に明らかにした有名な実験結果があります。ドイツの心理学者ヘルマン・エビングハウスは、被験者に

規則性のない３つのアルファベットの羅列を２０パターン記憶させ、時間の経過とともにその文字をどれくらい思

い出せるかを調べました。この実験では、２０分後に４２％、１時間後に５６％、１日後に７４％、１週間後に７

７％、１カ月後には７９％を忘れていたという結果が出ました。このデータを折れ線グラフにしたものが「エビン

グハウスの忘却曲線」です。（※下の図）

要するに、せっかく覚えてもわずか２０分後には記憶の半分近くを、２４時間後には４分の３も忘れてしまうの

です。したがって、たとえば試験のために一夜漬けで暗記しても、短期記憶で辛うじてテストでは点が取れるかも

しれませんが、１週間後には７７％を忘れているわけです。ただし、このエビングハウスの実験には続きがありま

す。同じアルファベットの羅列を数日後にもう一度記憶させてみると、１度目よりもたくさんのパターンを覚え、

さらに３度目には２度目よりも成績が上がったという結果が出ているのです。そのため、反復してもう一度記憶す

ることで、以前に覚えた情報を思い出せるようになるのです。これを繰り返せば、短期記憶が長期記憶になり、２

０パターンの羅列も自然に思い出せるようになるわけです。この実験結果からもわかるように、いわゆる「反復学

習」は科学的にも効果は絶大なのです。 （ライブドアニュース、大和書房『記憶力の脳科学』より）

☆復習のポイント☆

１ 人は１日たつと約８割を忘れる。

２ 「繰り返し」復習することで記憶となる。

３ 覚えた日の「夜寝る前」と「翌朝」の

２回復習するのがおすすめ。

（書いたり、声に出すと効果がUP）

４ 週末に再度復習をし、記憶を定着させる。

学習内容がどんどん難しくなっています。せっ

かく授業で学んでも、日頃の学習習慣がない人

はどんどん忘れるだけ。何も身につかないまま

どんどん時が過ぎています。「復習する習慣」

のある・無しで大きく変わってきます。

「習慣は人生を変える」


